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夜間陰茎勃起現象(noctumalpeniletumescence：

NPT)は幼小児期から出現する生理的現象であり，

精神的影響を受けることがほとんど無い事から，

器質性勃起障害と機能性勃起障害の鑑別に重要と

され，客観的な評価ができる種々の検査法が開発

されたが，精度，再現性，連続記録不可等の問題

を抱えていた。このような問題を解決できる観察

方法として夜間陰茎硬度周径同時連続測定装置

RigiScan1IMが開発され，客観的かつ定量的に勃起

機能を評価できる検査法として注目を浴び，器質

性勃起障害と機能性勃起障害の鑑別のための標準

的な検査としての地位を確立した。

PDEVinhibitorの登場により，勃起不全の保

存的治療が飛躍的に進歩するとともに診断が症状

の主観的評価を重視する方向に向かい，従来の客

観的情報を重視する診断方法の位置づけが見直さ

』
白要

夜間陰茎硬度周径同時連続測定装置（RigiScanTM）は，陰茎プロステーシス移植術に代表される侵襲的治療

法が，有効，確実な治療法として評価されていた１９８０年代において，器質性勃起障害と機能性勃起障害の鑑

別を厳密に行う必要性から，WEBradIeyらにより開発された。当時，客観的かつ定量的に勃起機能を評価で

きる検査法として世界の注目を浴びた。日本には著者により１９８６年に紹介され，１９８８年にはそのパターン

が６型に分類できることが報告された。１９８９年薬事認可を得た後は，我が国でも急速に普及した。本検査は

臨床的意義について評価を受ける一方，その再現性に対する疑問が議論されてきた。この解決策としてLA

Levinら（1994）は硬度，腫脹（周径の変化）を時間の因子を加味することにより，さらに詳細に勃起現象を

表現するRigidityActivityUnit,TumescenceActivityUnitなるパラメータを提唱し，その後の正常人における検

討により本パラメータの再現性と正常値の設定に対する根拠が明らかにされた。PDE5inhibitorsの登場によ

り勃起障害の治療成績は飛躍的に改善し患者に多大なる恩恵をもたらすとともに勃起障害の診断体系をも大

きく変え，夜間勃起現象の記録をはじめとする従来の検査法の適応について見直される傾向にある。しかし，

夜間陰茎勃起現象記録などの客観的評価法は，PDE5inhibitorsやその他の治療法が無効な症例に対する病態

の解明，新たな治療法開発にあたり，重要な情報を提供できる解析手段であり，その臨床的有用性は今後も変

わる事がないと考える。
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はじめに

陰茎勃起障害はかって不妊の原因ともなり，ま

た生活の質（qualityof]ifも）を損なう疾患として

認識されてはいたが，生命に対する重大な影響を

及ぼす疾患でなく，またその病態も十分に理解さ

れていなかったことから，客観的な評価に基づい

た有効な治療法は限られていた。器質性勃起障害

と機能性勃起障害の治療法は全く異なること，器

質‘性勃起障害の治療においては時に侵襲的な治療

法が選択される事から，器質性勃起障害と機能性

勃起障害を鑑別できる信頼』性の高い検査法の開発

が待ち望まれていた。
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